
 
 
 

■ 2019年度事業報告書 ■ 

 

一般社団法人日本キンボールスポーツ連盟 

 

Ⅰ 事業期間 

2019 年 4月 1 日～2020 年 3 月 31 日 

 

Ⅱ 事業報告の概要 

１. 概況  

（１）2010 年(平成 22 年)4 月の法人設立から 10 期目となる年度を終了。 

（２）キンボールスポーツが広く社会に受け入れられ愛好者や支援者を増やしていくために、今まで継続し

てきた事業、取組みに加え、新たなことや例年とは違うことにチャレンジしていく体制づくりを心が

けた。 

（３）プレーヤーの育成および日本代表チーム強化をはかる活動に積極的に取り組んだ。特に本年度は「第

10 回キンボールスポーツワールドカップ 2019」の男女日本代表チームが成果を上げるためにこれまで

以上のバックアップを行い、男女ともに銅メダルの結果を残すことができた。 

（４）助成事業を積極的に活用した。詳細は次のとおり。 

   ●独立行政法人日本スポーツ振興センター 令和元年度スポーツ振興くじ（toto）助成事業 

1）第 20 回キンボールスポーツジャパンオープン・フレンドリーカップ 

     ・三重県で 2 回目の全国大会を開催。 

2）第 20 回キンボールスポーツジャパンオープン・チャンピオンズカップ 

     ・石川県で 2 回目の全国大会を開催。 

3）キンボールスポーツ講習会 2019 

     ・新潟県から沖縄県まで全国計 15回の資格取得講習（指導者資格、レフリー資格）、有資格者フォ

ローアップ講習などの講習会を主催開催。 

4）2019 日本キンボールスポーツ連盟講師派遣事業 

     ・岩手県から大阪府まで全国計 10回の初心者体験講習、資格取得講習（指導者資格、レフリー資

格）、ルール講習、レフリー講習、プレーヤー・フォローアップ講習などの講習会に講師を派遣。 

5）キンボールスポーツ紹介動画制作 

     ・競技の案内や紹介時に活用できる動画を制作。 

      

   ●公益財団法人スポーツ安全協会 2019 年度スポーツ普及奨励助成事業 

○第 4 回キンボールスポーツマスターズ大会 奈良･橿原 

     ・奈良県にて 40 歳以上の愛好者のためのマスターズ大会を開催。 

 

●公益財団法人業務スーパージャパンドリーム財団 海外派遣支援事業 

○「第 10 回キンボールスポーツワールドカップ 2019」への選手団派遣。 

     ・本助成金すべて、選手、コーチの渡航費・滞在費の補助およびユニフォーム等製作費に充当。 



 

 

２. 組織運営  

（１）日本キンボールスポーツ連盟では次世代へつなぐことのできる運営体制づくりの議論を重ねてきた。

当連盟運営組織の充実および拡大を図り、新たな意見を運営に活かすようにした。本年度は全役員・

委員を対象にした意見交換会を初めて開催した。 

（２）本年度は総会、理事会で決定した事項の実施については運営会議で審議、決定した。その詳細につい

ては委員長会議において検討を重ねた。また、各委員会より運営会議に対して各種提案も行った。委

員は必要に応じて、随時変更ができるものとした。 

（３）経営戦略会議において、中長期の展望に基づき安定した運営ができるように、運営会議に各種提案も

行うこととした。 

 
         ■2019年度組織図 
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Ⅲ 事業別報告 

１. 指導者、加盟団体養成関連事業  

★2019年度データはすべて 2020年 3月 31日現在のもの 

（１）登録者（ファン※） 

※…ファン：旧サブリーダー（無料登録）、旧サポーター、サポーターを含む任意団体時代からのすべての登録者。 

・2019 年度 新規数 391 名  （2018 年度：149 名）   

・2019 年度 総数  計 20,566 名 （2018 年度：計 20,175 名） 

 

（２）普通会員（サポーター） 

・2019 年度 新規数 150 名  （2018 年度：129 名）   

・2019 年度 総数  計 1,012 名 （2018 年度：計 1,048 名）  

 

■指導者 

（１）リーダー 

   ・2019 年度 新規数 102 名  （2018 年度：85 名）   

   ・2019 年度 総数  計 423 名  （2018 年度：計 437 名）  

 

（２）マスター 

   ・2019 年度 新規数 3 名  （2018 年度：9 名）   

   ・2019 年度 総数  計 252 名  （2018 年度：計 280 名）  

 

（３）グランドマスター 

   ・2019 年度 新規数 0 名 （2018 年度：0 名）   

   ・2019 年度 総数  計 20 名  （2018 年度：計 14 名）   

 

■レフリー 

（１）C 級レフリー 

   ・2019 年度 新規数 61 名 （2018 年度：62 名） 

   ・2019 年度 総数  計 470 名 （2018 年度：計 471 名） 

 

（２）B 級レフリー 

   ・2019 年度 新規数 4 名 （2018 年度：16 名） 

   ・2019 年度 総数  計 30 名 （2018 年度：計 41 名） 

 

（３）エグゼクティブ B 級レフリー 

   ・2019 年度 新規数 0 名   （2018 年度：0 名） 

   ・2019 年度 総数  計 6 名  （2018 年度：計 5 名） 

 

（４）A 級レフリー 

・2019 年度 新規数 0 名   （2018 年度：2 名） 

・2019 年度 総数  計 7 名  （2018 年度：計 9 名） 

 

（５）エグゼクティブＡ級レフリー 

・2019 年度 新規数 0 名   （2018 年度：0 名） 

・2019 年度 総数  計 1 名  （2018 年度：計 1 名） 

 

■都道府県加盟団体（正会員） 

・2019 年度新規認定加盟団体 なし （2018 年度：なし） 

 ※2019 年度末現在 38 都道府県団体 （36 加盟団体、2 準加盟団体） 



 

２. 主催事業  計 28 事業 

（１）大会主催 3 事業 

①全国大会 

【事 業 名】第 20 回キンボールスポーツジャパンオープン・フレンドリーカップ 

【期 間】9 月 14 日(土)、15 日(日) 

【場 所】三重県伊勢市 三重県営サンアリーナ 

【事業内容】ジュニア部門、ビギナー部門、エンジョイ部門、オフィシャルルールチャレンジ部門、Over40

ミックス部門、ミックス部門の 6 部門開催。 

【事業実績】計 113 チーム、559 名参加。 

 

②全国大会  

【事 業 名】第 20 回キンボールスポーツジャパンオープン・チャンピオンズカップ 

【期 日】11 月 17 日(日) 

【場 所】石川県金沢市 金沢市総合体育館 

【事業内容】男子部門、女子部門の 2 部門開催。 

【事業実績】男子 25 チーム、女子 19 チーム、計 44 チーム、217 名参加。 

 

③全国マスターズ大会 

【事 業 名】第 4 回キンボールスポーツマスターズ大会 奈良･橿原 

【主 催】奈良県キンボールスポーツ連盟、日本キンボールスポーツ連盟 

【期 間】2 月 1 日（土） 

【場 所】大 会：奈良県橿原市 橿原市中央体育館 

表彰式：奈良県橿原市 THE KASHIHARA  

【事業内容】40 歳以上（個人参加）の 1 部門開催。 

【事業実績】61 名（12 チーム作成）参加。 

 

（２）講習会主催 25 事業 

①A 級レフリー認定試験 

【事業回数】1 回 

【場所および期間】三重県伊勢市／9 月 15 日(日) 

 

②A 級レフリー更新試験 

【事業回数】1 回 

【場所および期間】三重県伊勢市／9 月 15 日(日) 

 

③B 級レフリー認定試験事前講習会、B 級レフリー認定試験 

【事業回数】4 回 

【場所および期間】沖縄県那覇市／6 月 1 日（土）、2 日（日）、三重県伊賀市／6 月 30 日（日）、 

東京都中央区／7 月 13 日（土）、14 日（日）、石川県内灘町／8 月 31 日（土）、9月 1 日（日） 

 

④国際レフリー資格レベルⅡ、レベルⅢ講習会、認定試験 

【事業回数】1 回 

【場所および期間】石川県金沢市／7 月 13 日（土）、14 日（日） 

 



 

⑤資格取得講習（指導者資格、レフリー資格）、有資格者フォローアップ講習・更新試験 

【事業回数】14 回 

【事業内容】レベル別指導者講習会、レベル別レフリー講習会 

 

⑥プレーヤースキルアップ講習 

【事業回数】1 回 

【事業内容】ジュニア（中高生）合宿等プレーヤー対象講習会 

 

⑦初心者体験講習 

【事業回数】3 回 

【事業内容】初心者体験講習 

 

 

３. 派遣事業   計 13 事業 

【事業回数】13 回 

【事業内容】キンボールスポーツ体験の機会提供、指導者、レフリー養成 

 

 

４. 普及推進関連事業  

（１）加盟団体助成、会員助成 

【事業内容】 

①加盟団体（正会員である都道府県連盟）に対して、当該都道府県在住を中心とした普通会員所属者数に応

じて会費還元金を各都道府県連盟に活動資金として支払う。 

②加盟団体（正会員である都道府県連盟）が用具購入、大会・講習会開催、その他普及・加盟団体運営活動

に関して資金面で補助が必要な場合、会長に書面を持って申し出る。「加盟団体助成金交付要綱」に基づ

き理事会または運営会議で審議後、必要に応じて補助・応援体制をとる。 

③会員が大会・講習会開催、その他普及活動に関して資金面で補助が必要な場合、会長に書面を持って申し

出る。理事会または運営会議で審議後、必要に応じて補助・応援体制をとる。 

【事業実績】 

①年度報告を終えた 12 道府県連盟に会費還元金の支払を完了。 

②事業助成に関して、2019年度は次の 2加盟団体に 2件の助成、支援を実施。 

・石川県キンボールスポーツ連盟「第 7 回石川県キンボールスポーツ連盟会長杯」への大会助成。 

・京都府キンボールスポーツ連盟「第 2 回キンボールスポーツクリニック」への事業助成。 

③会員助成に関して、2019年度は助成申請がなかった。 

 

（２）広報 

【事業内容】キンボールスポーツのＰＲ活動 

【事業実績】 

①広報誌（会報）の制作、発送。年 1 回実施。 

②ホームページの管理、運営。 

事業案内、事業レポート等の掲載。通年実施、年間 106 回更新。 

③フェイスブックページの管理、運営。 

ワールドカップ、全国大会をはじめ地域大会、講習会、事業レポート、全国各地の新聞、テレビ、公報の取

材情報などを掲載。通年実施、年間 261回記事掲載。 

④文部科学省の催しでのパネル、ボール展示および資料配布。年 1 回実施。 



 

（３）パートナーシップおよびオフィシャルスポンサー契約 

【事業内容】 

①パートナーシップ契約：パートナー団体や企業の団体名、ロゴマーク、キャッチコピー等が入ったキン

ボールを講師派遣講習会や大会において優先使用し、パートナー団体や企業が当連盟の諸活動へ協力、協

賛していることを参加者や観戦者等にアピールする。 

②パートナーシップ契約：横断幕やポスター掲示、資料の配布などによりパートナー団体をアピールする。 

③日本代表オフィシャルスポンサー契約：日本代表のユニフォーム、ジャージなどに団体や企業の団体名、

ロゴマークを掲出。 

【事業実績】 

①梅花女子大学（大阪府茨木市）と継続契約。 

 ②有限会社両国あんこあられ本舗両国國技堂（東京都墨田区）と継続契約。 

③あなぶきグループ（香川県高松市）、株式会社サンラッキー（大阪府大阪市）と再契約。株式会社 LTCパート

ナーズ（東京都渋谷区）、株式会社森覚貫誠堂（奈良県御所市）、株式会社アド・ダイセン（大阪府大阪市）

と新規契約。 

 

（４）グッズ、備品等企画 

【事業内容】キンボールスポーツに関する用具、備品等の企画、制作 

【事業実績】2019年度実績 ルールブック、ノベルティうちわ 

 

（５）キンボールスポーツ普及協力 

【事業内容】キンボールスポーツの用具、備品のレンタル 

【事業実績】2019 年度実績 有償レンタル 40 件 無償レンタル（学校）32 件 レンタル合計 72 件 

 

 

５. 団体管理運営事業  

（１）主な諸会議 

【事業内容】当連盟運営および活動に関する事項についての審議、検討 

【事業実績】 

①定時社員総会 1 回（大阪／6 月 15 日） 

②理事会 2 回（大阪／5 月 25 日、書面／3月 19 日） 

③拡大運営会議（運営会議＋委員長会議） 1 回（石川／11 月 16 日） 

④運営会議 4 回（大阪／5 月 25 日、6月 16日、8 月 31 日、1 月 18 日） 

⑤委員長会議 3 回（大阪／5 月 25 日、8月 31 日、1 月 18 日） 

⑥経営戦略会議 4 回（大阪／5 月 24 日、東京／6 月 24 日、9 月 29 日、12月 21 日） 

⑦役員・委員意見交換会 1 回（石川／11 月 16 日） 

 

（２）主催事業および役員・指導担当者他の保険加入 

【事業内容】主催事業および指導担当者他の保険加入 

【事業実績】 

①年間契約（対象：主催事業／更新：9 月）の傷害保険に継続加入。 

②会長、副会長、理事長、副理事長、理事、委員長、グループ長、グループメンバー、男女ヘッドコーチ、

事務局員のスポーツ安全保険（傷害、賠償責任）34 名加入。 

③団体賠償責任保険（スポーツ・文化法人責任保険）に継続加入。 



 

 

６. 2019 年度特別事業  

（１）ワールドカップ日本代表チーム強化および選手団派遣事業 

【事業内容】ワールドカップ男女日本代表チーム強化および選手団派遣に伴う業務 

【場 所】日本国内および大会開催地 

【備 考】 

国内合宿：4 月から 10 月まで 男子チーム 7回、女子チーム 6 回 

大会名称：第 10 回キンボールスポーツワールドカップ 2019 

大会期間：10 月 27 日(日)～11 月 2 日(土) 

大会開催地：フランス／レ・ポン＝ド＝セ（Les Ponts-de-Cé） 

大会主催：国際キンボールスポーツ連盟 

大会結果： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）クラウドファンディング 

【事業内容】インターネット上でのワールドカップ選手・コーチ等への支援金募集 

【名 称】キンボールスポーツ世界大会！打倒カナダ、世界一への挑戦！！ 

【期 間】9 月 13 日(金)～10 月 15 日(火) 

【支援者数】149 名・団体 

【支援金額】2,131,000 円（目標金額 1,000,000 円達成） 

【備 考】 

計画通り、支援いただいた金額すべて（運営会社に支払う手数料とリターンに伴う経費を除く）を選手 24

名およびコーチ、トレーナー等 5 名、合計 29 名の渡航費、滞在費補助に充当。本クラウドファンディング

支援より 1,307,539 円を還元。 

・運営会社に支払う手数料（手数料 14％＋消費税） 

・リターンに伴う経費（リターン用ボール・ＴＰＵインナー・色紙・写真パネル・ジャージ上下・ 

ユニフォーム・大会記念Ｔシャツ・うちわ制作代、リターン郵送代） 

 

（３）協力事業 

【事 業 名】 

第 73 回全国レクリエーション大会 in 宮城 2019 キンボールスポーツ交流大会 兼 第 19 回宮城オープン

キンボールスポーツ大会 

【場 所】宮城県利府町 グランディ・21（宮城県総合運動公園）セキスイハイムスーパーアリーナ 

【期 日】9 月 15 日（日） 

 

 

最終順位 男子の部 女子の部 

優勝 カナダ カナダ 

準優勝 フランス チェコ 

3 位 日本 日本 

4 位 チェコ ベルギー 

5 位 ベルギー フランス 

6 位 スペイン スペイン 

7 位 韓国 中国 

8 位 スイス 韓国 

9 位 中国 チェコ 

10 位 香港 香港 

11 位 ドイツ ドイツ 



 

 

（４）スポーツ推進委員等への普及推進事業 

【事業内容】 

生涯スポーツとして取り入れてもらうため、スポーツ推進委員、総合型地域スポーツクラブなどに向けて講

習会の開催および指導者の派遣 

【場 所】全国 

【備 考】加盟団体と協同して実施。2015 年度よりの継続事業。 

      ※既出の「第 73 回全国レクリエーション大会 in 宮城 2019 キンボールスポーツ交流大会 兼  

第 19 回宮城オープンキンボールスポーツ大会」においてスポーツ推進委員部門を実施。 

 

（５）教員への普及推進事業 

【事業内容】授業への取り入れ、サークルおよびクラブ発足に向けた教員向け講習会の開催 

【場 所】全国 

【備 考】協力団体と協同して実施。2015 年度よりの継続事業。 

 

（６）シニア層への普及推進事業 

【事業内容】活動の一環への取り入れに向けた講習会の開催 

【備 考】対象者を特化した講習会を実施。 

 

（７）障がい者への普及推進研究事業 

【事業内容】支援学校等での取り入れに向けての準備活動 

【備 考】有識者との意見交換会議実施。 

 

（８）PR 動画の制作事業 

【事業内容】競技の案内や紹介時に活用できる動画を制作。 

【備 考】2 種制作。 

 


